
町スポーツ少年団主催の「第12回新地町スポーツ少年
団バレーボール大会」が２月17日、駒ヶ嶺小学校体育館
で行われ、町内３チームの選手が熱戦を繰り広げました。
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町
財
務
の
総
合
的
な
管
理
運
営

と
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

総
務
課
の
財
政
係
と
管
財
係
を
統

合
し
「
財
政
係
」
に
再
編
し
ま
す
。

第
４
次
町
総
合
計
画
に
掲
げ
て

い
る
子
育
て
に
関
す
る
総
合
的
な

支
援
と
し
て
、
町
民
課
に
「
子
育

て
支
援
係
」
を
新
設
し
、
保
育
所

の
運
営
管
理
や
放
課
後
児
童
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

現
在
の
保
育
課
は
廃
止
し
ま
す
。

と
農
林
整
備
係
の
２
係
で
、
現
在

あ
る
商
工
観
光
係
は
、
商
工
業
の

振
興
を
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
し
て
位
置
づ
け
、
企
画
振
興
課

の
地
域
整
備
係
に
移
し
「
ま
ち
づ

く
り
振
興
係
」
と
し
て
再
編
し
ま

す
。

農
林
水
産
業
の
振
興
を
よ
り
効

果
的
、
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、

現
在
の
産
業
課
と
農
地
整
備
課
を

統
合
し
て
「
農
林
水
産
課
」
を
設

置
し
ま
す
。
係
は
、
農
林
水
産
係

多
種
多
様
な
町
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
ま
す

情
報
公
開
制
度
の
導
入
や
Ｉ
Ｔ

革
命
な
ど
の
高
度
情
報
化
等
、
急

速
に
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
に

対
応
で
き
る
よ
う
、文
書
・
情
報
管

理
部
門
の
充
実
と
Ｏ
Ａ
機
器
の
一

元
的
な
管
理
を
図
る
た
め
、
情
報

管
理
部
門
を
企
画
振
興
課
企
画
調

整
係
か
ら
総
務
課
総
務
係
へ
移
行

し
ま
す
。な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
地
域
情
報
に
つ
い
て
は
、広
報

広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
、
引
き

続
き
企
画
調
整
係
が
担
当
し
ま
す
。

４
月
か
ら
国
民
年
金
の
賦
課
徴

収
事
務
が
国
へ
移
る
た
め
、
健
康

福
祉
課
の
保
険
年
金
係
を
「
保
険

係
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

公
園
な
ど
の
施
設
の
整
備
や
維
持

管
理
を
一
元
化
し
て
効
率
的
な
運
営

を
図
り
ま
す
。
現
在
、
海
浜
運
動
公

園
や
相
馬
地
域
開
発
記
念
緑
地
な
ど

は
、
複
数
の
課
で
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
４
月
か
ら
は
都
市
計
画
課
都
市

計
画
係
が
一
括
し
て
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
町
営
住
宅
の
管
理

も
、
総
務
課
管
財
係
か
ら
都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
に
移
り
ま
す
。

高
速
道
路
の
整
備
は
、
常
磐
自

動
車
道
や
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の

用
地
買
収
等
、
新
た
な
段
階
に
入

り
ま
す
の
で
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド

面
を
一
体
的
に
管
轄
し
、
更
な
る

整
備
促
進
を
図
る
た
め
に
、
都
市

計
画
課
都
市
計
画
係
か
ら
建
設
課

建
設
係
へ
事
務
を
移
し
ま
す
。

交
通
や
防
犯
、
鳥
獣
保
護
、
狩

猟
、
鳥
獣
駆
除
、
消
費
者
行
政
、
合

併
浄
化
槽
の
維
持
管
理
な
ど
、
生
活

環
境
に
関
わ
る
事
務
を
一
括
し
て
町

民
課
生
活
環
境
係
で
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民

間
非
営
利
組
織
）
な
ど
の
重
要
性

を
認
識
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
そ
の
事
務
を
町
民
課
生

活
環
境
係
で
扱
い
ま
す
。

ほ
か
に
今
回
の
組
織
見
直
し
で
は
、

税
務
課
固
定
資
産
係
で
行
っ
て
い
る

臨
時
運
行
許
可（
仮
ナ
ン
バ
ー
）
を

町
民
課
町
民
係
へ
、ま
た
、景
観
対
策

と
し
て
、新
地
ら
し
い
景
観
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、そ
の
事
務
を
都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
に
置
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
町

民
へ
の
意
識
の
啓
発
・
学
習
の
推

進
、
家
庭
や
地
域
へ
の
男
女
共
同

参
画
を
促
進
す
る
た
め
に
、
教
育

委
員
会
の
生
涯
学
習
課
で
男
女
共

同
参
画
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際

交
流
の
事
務
を
同
様
に
生
涯
学
習

町
長
部
局
は

10
課
22
係
か
ら
８
課
18
係
へ

今
回
の
組
織
機
構
の
変
更
で
、
各
課

の
仕
事
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
新
し
い
行
政
組
織
図
は
５
ペ
ー
ジ
）

人
事
、
給
与
、
儀
式

及
び
渉
外
、
議
会
の
招
集
及
び
議

案
の
総
括
、
条
例
規
則
等
の
審
査

及
び
公
告
式
、
公
印
の
管
理
、
行

政
区
長
会
、
陳
情
及
び
請
願
、
町

長
秘
書
、
庁
舎
管
理
及
び
清
掃
、

消
防
、
防
災
、
文
書
管
理
、
公
文

書
の
収
受
発
送
、
行
政
手
続
き
、

行
政
相
談
、
情
報
公
開
、
電
算
管

理
、
高
度
情
報
、
他
の
課
に
属
さ

な
い
事
務
な
ど
。

財
政
計
画
、
歳
入
歳

出
予
算
の
編
成
、
地
方
交
付
税
、

町
債
、
契
約
、
そ
の
他
財
務
、
財

産
台
帳
、
不
動
産
登
記
事
務
、
市

町
村
界
・
字
界
等
、
国
土
調
査
の

管
理
、
国
有
地
払
い
下
げ
、
庁
舎

営
繕
、
建
物
・
自
動
車
共
済
、
他

の
課
に
属
さ
な
い
財
産
な
ど
。

都
市
、
そ
の
他
企
画
調
整
な
ど
。

商
工
業

振
興
、
観
光
振
興
、
地
域
開
発
、

企
業
誘
致
、
相
馬
港
、
電
源
三
法
、

工
場
立
地
、
鉱
業
、
労
働
福
祉
、

計
量
器
、
そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
支

援
な
ど
。

町
勢
振
興
、
広

域
市
町
村
圏
、
広
域
行
政
、
政
策

調
整
、
事
務
改
善
、
土
地
調
整
、

広
報
、
広
聴
、
各
種
統
計
、
姉
妹

町
民
税
、
軽
自
動
車

税
、
町
た
ば
こ
税
、
鉱
産
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、諸
証
明
、口
座
振

替
、
滞
納
処
分
、
欠
損
処
分
、
徴

収
嘱
託
受
託
、
そ
の
他
税
務
な
ど
。

固
定
資
産
税
、

固
定
資
産
の
評
価
、
公
図
の
管
理
、

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付

金
、
固
定
資
産
の
異
動
処
理
、
固

定
資
産
評
価
審
査
会
、
特
別
土
地 ▲農林水産業の振興は産業課と農地整備課を統合した「農林水産課」で

▲高速道路の整備促進は建設課で
（写真：常磐自動車道相馬～新地間中心杭打ち式）

▲まちづくり支援は企画振興課で
（写真：小川地区のまちづくり支援事業）

課
で
扱
い
ま
す
。
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受
付
案
内
、
戸
籍
、

住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬

の
許
可
、
外
国
人
登
録
、
身
分
証

明
・
そ
の
他
証
明
、
自
衛
官
募
集
、

人
口
移
動
調
査
、
手
数
料
徴
収
、

国
民
健
康
保
険
資
格
得
喪
、
人
権

相
談
、
臨
時
運
行
許
可
な
ど
。

環
境
保
全
、
公

害
対
策
、
清
掃
及
び
環
境
衛
生
、

相
馬
方
部
衛
生
組
合
、
畜
犬
登
録

及
び
狂
犬
病
予
防
、
交
通
、
防
犯
、

野
生
動
物
の
保
護
及
び
狩
猟
、
消

費
者
行
政
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
民
間
非
営
利

組
織
、
そ
の
他
生
活
環
境
な
ど
。

児
童
福
祉
、

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
、
保

育
所
の
運
営
管
理
、
保
育
奨
励
金
、

出
生
児
祝
金
な
ど
。

振
興
、
農
用
地
の
利
用
計
画
、
関

係
団
体
の
育
成
、
農
業
災
害
、
林

業
の
振
興
、
病
害
虫
防
除
、
漁
業

の
振
興
、
漁
港
整
備
、
そ
の
他
農

林
漁
業
振
興
な
ど
。ほ

場
整
備
、
農

村
総
合
整
備
事
業
、
農
業
用
施
設

の
維
持
管
理
、
農
林
土
木
災
害
復

旧
事
業
、
そ
の
他
農
林
土
木
建
設

な
ど
。

界
、
道
路
占
用
及
び
使
用
許
可
、

建
設
車
輌
な
ど
。

道
路
、
橋
梁
、
河
川
そ

の
他
土
木
施
設
の
建
設
、
高
速
道

路
、
そ
の
他
一
般
土
木
建
設
な
ど
。

保
有
税
、
特
別
土
地
保
有
税
審
議

会
、
納
税
貯
蓄
組
合
、
そ
の
他
固

定
資
産
な
ど
。

母
子
保
健
、
栄
養
改

善
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
以

外
の
保
健
事
業
、
伝
染
病
予
防
、

結
核
予
防
、
予
防
接
種
、
健
康
づ

く
り
対
策
、
そ
の
他
健
康
の
保
持

増
進
な
ど
。

介
護
保
険
、
生
活
保

護
、
身
体
障
害
者
福
祉
、
老
人
福

祉
、
知
的
障
害
者
福
祉
、
ひ
と
り

親
福
祉
、
民
生
委
員
及
び
児
童
委

員
、
社
会
福
祉
事
業
団
体
、
戦
傷

病
者
・
戦
没
者
行
路
病
（
死
）

人
・
行
旅
人
援
護
、
高
額
医
療
費

の
貸
付
、
そ
の
他
社
会
福
祉
な
ど
。

国
民
健
康
保
険
の
運

営
、
国
民
健
康
保
険
の
給
付
及
び

疾
病
統
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
、
国
民

年
金
な
ど
。

地
域
農
政
の
推

進
、
水
田
農
業
の
振
興
、
畑
作
農

業
振
興
、
畜
産
の
振
興
、
果
樹
の

道
路
・
橋
梁
・
河
川

そ
の
他
一
般
公
共
土
木
施
設
の
維

持
管
理
、
土
木
施
設
災
害
防
止
及

び
復
旧
、
道
路
台
帳
の
記
録
整
備
、

道
路
の
認
定
・
廃
止
及
び
道
路
境

都
市
計
画
事
業
、

町
営
住
宅
建
設
・
管
理
、
一
般
建

築
物
及
び
工
作
物
、
開
発
行
為
、

景
観
対
策
、
屋
外
広
告
物
、
公
園

管
理
な
ど
。

公
共
下
水
道
及
び

農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
・
維
持

管
理
・
施
設
災
害
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
及
び
助
成
な
ど
。

一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
の
収
支
並
び
に
決

算
、
現
金
の
出
納
及
び
保
管
、
現

金
及
び
財
産
管
理
、
支
出
負
担
行

為
の
確
認
、
小
切
手
そ
の
他
有
価

証
券
の
出
納
保
管
、
指
定
金
融
機

関
等
、
そ
の
他
会
計
な
ど
。

教
育
委
員
会
の

会
議
、
事
務
局
職
員
の
任
命
・
規

則
規
程
の
制
定
等
、
学
校
の
設
置

等
・
管
理
・
廃
止
等
及
び
財
産
管

理
等
、
学
校
教
育
・
教
員
及
び
児

生
涯
学
習
及
び

社
会
教
育
の
振
興
・
推
進
、
社
会

教
育
機
関
の
設
置
及
び
廃
止
、
社

会
教
育
・
社
会
体
育
関
係
団
体
の

指
導
育
成
、
講
座
開
設
・
討
論

会
・
講
習
会
・
講
演
会
・
展
示
会

の
開
催
及
び
奨
励
、
青
少
年
健
全

育
成
、
視
聴
覚
教
育
、
芸
術
文
化

の
振
興
、
社
会
体
育
、
体
育
指
導

委
員
、
男
女
共
同
参
画
、
国
際
交

流
な
ど
。

童
生
徒
に
関
す
る
諸
事
項
、
文
化

財
等
の
保
存
、
外
国
青
年
招
致
事

業
な
ど
。

新地町行政組織図 組織の変更が行われたもの

町　長 助　役

健康福祉課

町　民　課

税　務　課

企画振興課

総　務　課

農林水産課

建　設　課

都市計画課

会　計　室

小　学　校

中　学　校

図　書　館

教育総務課

生涯学習課

公　民　館

事　務　局

事　務　局

収 入 役

教育長教育委員会 事務局

議　　　会

農業委員会

選挙管理委員会

監 査 委 員

総　務　係

財　政　係

企画調整係

まちづくり振興係

税　務　係

固定資産係

町　民　係
生活環境係

子育て支援係

一般廃棄物最終処分場
資源化処理施設（リサイクルセンター）

健　康　係

福　祉　係

保　険　係

保健センター

新地保育所
駒ヶ嶺保育所
福田保育所
浜保育所

農林水産係

農林整備係

農業後継者センター

老人憩いの家

農村環境改善センター（新地公民館管理）

管　理　係

建　設　係

都市計画係

下 水 道 係

会　計　係

新地浄化センター
福田処理場

福田小学校
新地小学校
駒ヶ嶺小学校

尚英中学校

管　理　係

総務学校係

生涯学習係

新地公民館
駒ヶ嶺公民館
勤労青少年ホーム
勤労者体育センター
町民柔剣道場
都市公園（総合公園）

農　地　係

▲子育て支援、少子化対策などは町民課子育て支援係で

▲町営住宅の建設管理は一括して都市計画化で（写真：中里団地）

▲生涯学習課で男女共同参画を進めます（写真：女性のつどい）
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20
歳
〜
60
歳
未
満
の
方
は

加
入
が
義
務
で
す

国
民
年
金
に
は
、
日
本
国
内
に

住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
方
が
加
入
し
ま
す
。
加
入
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
の
納
め

方
の
違
い
か
ら
次
の
３
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

農
林
漁
業
、
自
営
業
の

方
と
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
。

役
場
健
康
福
祉
課

で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

毎
月
１
万
３
千
３
０
０

円
の
保
険
料
を
、
納
付
書
な
ど
に

よ
り
金
融
機
関
へ
納
め
ま
す
。（
口

座
振
替
が
便
利
で
す
）

会
社
員
や
公
務
員
な
ど

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方
。（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

勤
務
先
の
人
事
担

当
な
ど
が
手
続
き
し
ま
す
。

毎
月
、
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
。

配
偶
者
の
勤
務
し

て
い
る
事
業
主
を
経
由
し
、社
会
保

険
庁
へ
届
け
出
る
形
に
な
り
ま
す
。

自
分
で
保
険
料
を
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
免
除
と

は
異
な
り
ま
す
）。

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
な
い

た
め
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
こ

と
が
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
不
要
と

な
る
の
が
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

で
す
。（
た
だ
し
、
一
定
以
上
の
所

国民年金Ｑ＆Ａ４月から国民年金の納付方法が変わります！③
「地方分権推進一括法」の施行により、平成14年４月から国民年金制度が一部変更さ
れます。大きな変更点は次のとおりです。

４月から国民年金保険料の納付は直接、国（社会保険庁）となるため、役場の窓口や、
納税組合を通じて納めることができなくなります。

現在は町から保険料納付書を送付していますが、４月分からは国（社会保険庁）から直接
送付されます。これにより、保険料納付場所は、銀行、郵便局、農協、漁協、信用組合、信用金
庫、労働金庫に拡大されました。

現在所得がないなどの理由で、納付が困難な方が免除される全額免除や学生納付特例もあり
ますが、さらに保険料を半額とする半額免除制度がスタートします。半額免除期間は資格期間
（納付した期間）に算入されますが、老齢基礎年金の受給額は満額の３分の２で計算されます。

４月から第３号被保険者の届け出は、配偶者の勤務している事業主を経由し、社会保
険庁へ届け出る形になります。（３月までは自分で手続きが必要です。）
�
相馬社会保険事務所国民年金業務課（��５１７３）

国
民
年
金
の
受
給
は
、
大
き
く

分
け
て
、
老
齢
基
礎
年
金
と
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
３

種
類
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
の
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
ケ
ガ

や
病
気
に
よ
っ
て
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
、
一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ

た
と
き
な
ど
に
、
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除

さ
れ
た
期
間
の
合
計
が
25
年
以
上

あ
る
方
で
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
保
険
料
を
す
べ
て
納

め
る
と
、
年
間
80
万
４
千
２
０
０

円
（
平
成
13
年
度
）
支
給
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
保
険
料
の
未
納
や

免
除
、
カ
ラ
期
間
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
期
間
に
よ
り
減
額
さ

れ
ま
す
。

支
給
開
始
の
時
期
は
、
希
望
に

よ
っ
て
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に

繰
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
本
来
の
年
金

額
（
満
額
）
よ
り
も
減
額
さ
れ
ま

す
。
逆
に
支
給
開
始
時
期
を
65
歳

以
降
に
繰
り
下
げ
る
こ
と
も
で
き
、

こ
の
場
合
は
繰
り
下
げ
期
間
に
応

じ
て
増
額
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
者

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
年
金
額
は
、
一
級
障
害
で
１

０
０
万
５
千
３
０
０
円
（
平
成
13

年
度
・
年
額
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

生
計
を
維
持
す
る
方
に
先
立
た

れ
、
18
歳
未
満
の
子
供
を
持
つ
妻

や
、
子
供
が
残
さ
れ
た
時
に
は
遺

族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
供
が
一
人
の
場
合
、

妻
が
受
給
す
る
年
金
額
は
１
０
３

万
５
千
６
０
０
円
（
平
成
13
年

度
・
年
額
）
に
な
り
ま
す
。

定
額
の
保
険
料
に
月
額
の
４
０

０
円
の
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
と
、１
ヵ
月
あ
た
り
納
め
た
月

数
分
に
２
０
０
円
を
掛
け
た
額
が

老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の

あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
妻
が
60
歳
か
ら
65

歳
の
間
、
夫
の
年
金
額
の
４
分
の

３
の
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

３
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
方

が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た

場
合
、
納
め
た
年
金
に
応
じ
て
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

自
ら
が
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
年
金
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
を
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と
、
年

金
の
受
給
に
大
き
な
影
響
が
で
て

き
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

�役
場
健
康
福
祉
課

（
�
�
２
１
１
１
内
線
59
）

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
な

ど
人
生
の
節
目
で
は
、
加
入
す
る

年
金
が
変
わ
っ
た
り
、
保
険
料
を

老齢基礎年金
（満額）

年額 804,200円

月額 67,017円

年額 1,005,300円

年額 804,200円

年額 804,200円＋

子の加算

障害基礎年金 １級
２級

遺族基礎年金
（妻が受給する場合）

得
が
あ
る
と
き
は
、

認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

こ
の
期
間
は
、

年
金
を
受
け
る
た

め
の
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
10
年
以
内

に
追
納
し
て
く
だ

さ
い
。
追
納
に
よ

り
年
金
額
は
通
常

に
戻
り
ま
す
。

▲年金制度を支えるのは若い世代の力です
（写真：昨年の成人式）
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TThhee  PPhhoottoo  SSccrraammbbllee 町

の
話

題

農
業
や
農
村
の
活
性
化
に
つ
い

て
考
え
る「
農
業
講
演
会
」が
２
月

22
日
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

町
内
の
農
家
の
方
を
中
心
に
約
90

人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
宮
城
大
学
大
学
院

の
大
泉
一
貫
教
授
が
「
元
気
の
出

る
こ
れ
か
ら
の
産
地
戦
略
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
「
消
費
者
に
喜

ば
れ
て
い
る
の
が
実
感
で
き
る
農

業
を
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に

つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
の
出
る
農
業
は
？

「
夢
を
呼
ぶ
農
業
講
演
会
」

�
大
泉
先
生
の
講
演
に
聞
き
入
る
参
加
者

た
ち

町
内
の
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
に
手
作
り
の
日
用

品
を
贈
り
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
女
性
部
50
人
が
、
色
鮮
や
か

な
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
」
を
作

り
、
１
５
０
人
に
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
手
作
り
の
寒
中
見
舞
い
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
に
よ
っ
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
も
メ
ガ
ネ
入
れ
や
写
真
立
て
、

新
聞
入
れ
な
ど
を
贈
り
、
お
年
寄

り
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
寒
中
見
舞
い

老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

�

一
つ
づ
つ
て
い
ね
い
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

を
つ
く
る
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
の
皆
さ
ん

駒
ヶ
嶺
保
育
所
で
は
、
節
分
の

行
事
と
し
て
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
「
鬼
行
列
」
を
、
保
護
者
た

ち
も
参
加
し
て
に
ぎ
や
か
に
行
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ

た
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
り
な
が
ら
「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
と
元
気
な
声
を

あ
げ
な
が
ら
部
屋
の
中
で
鬼
を
追

い
払
っ
た
あ
と
、
か
み
し
も
や
鬼
の

衣
装
を
着
た
保
護
者
ら
と
駒
ヶ
嶺

地
区
を
行
進
し
ま
し
た
。

駒
ヶ
嶺
保
育
所
で

「
鬼
行
列
」

�
駒
ヶ
嶺
地
区
を
更
新
す
る
子
鬼
た
ち

新
地
公
民
館
主
催
の
「
ス
キ

ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
」
が
２

月
３
日
、
宮
城
県
七
ヶ
宿
ス
キ
ー

場
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
26
人
が
参
加
し
、
ス
キ
ー
場

で
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
町
体
育
指
導

員
や
町
の
ス
キ
ー
有
資
格
者
、
ス

キ
ー
場
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

て
い
ね
い
な
指
導
の
も
と
、
初
心

者
は
ボ
ー
ゲ
ン
、
中
級
者
は
パ
ラ

レ
ル
タ
ー
ン
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ス
キ
ー
＆

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

�

ス
キ
ー
を
楽
し
む
参
加
者
た
ち

特
に
、
昼
休
み
や
月
曜
日
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
間
帯

を
避
け
る
か
、
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
し
た
と
き
に
は
、

役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

正
し
い
住
所
を
届
け
て
お
か
な

い
と
、
選
挙
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
国
民
年
金
や
児
童
手
当
な
ど

の
給
付
が
う
け
ら
れ
な
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
子
供
の
予
防
接
種

や
入
学
に
ま
で
影
響
が
出
て
き
ま

す
。
下
表
に
該
当
す
る
方
は
、
必

ず
期
限
内
に
役
場
窓
口
に
届
け
て

く
だ
さ
い
。

転
勤
や
新
入
学
な
ど
を
迎
え
引

っ
越
し
の
多
い
こ
の
時
期
、
役
場

窓
口
は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
金
銭
の

貸
し
借
り
や
登
記
な
ど
に
使
わ
れ

る
大
切
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

印
鑑
の
登
録
に
は
登
録
す
る
印
鑑

の
他
に
、
本
人
確
認
の
た
め
に
写

真
入
り
の
身
分
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
人
が
お
い

で
に
な
れ
な
い
場
合
に
は
、
本

人
（
自
筆
）
の
委
任
す
る
旨
の

書
面
、
代
理
人
の
印
鑑
、
代
理

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
み
な
さ
ん
が
住
所
を
変
更
し
た

り
、
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と

き
な
ど
も
、
十
四
日
以
内
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
就
学
の
た
め
町
外
に
住

居
を
移
す
学
生
の
方
に
は
、
家
族

と
は
別
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ご利用ください

『休日夜間申請受付ボックス』
町では、休みの日や夜間でも住民票の写しや戸籍謄・
抄本が請求できるように、役場正面玄関右側に『休日
夜間申請受付ボックス』を設置しています。仕事で平日
に申請できない方などは、お気軽にご利用ください。

①ボックスに備えつけてある申請書に必要なことを
記入してください。
②返信用封筒に切手を貼り
（切手がない場合には現
金）、あなたの住所、氏名
を書いてください。
③申請書・返信用封筒・手数
料を添え、備え付けの専用
封筒に入れ、封をしてボッ
クスに入れてください。

休日の翌日に処理を行い、
申請者に郵送します。また、窓口でも交付します。
� 役場町民課（��２１１１）

こんなとき 届出の種類 届出に必要な物 届出の期限

町内に移っ
て来たとき

転入届

・届出人の印鑑
・転出証明書（前
住所地で交付し
ます）
・国民年金手帳
（加入者のみ）

転入した日
から14日以
内

町外に移る
とき

転出届

・届出人の印鑑
・国民年金手帳
・国民健康保険証
（加入者のみ）

転出する14
日前から転
出後14日ま
で

町内で住所
を変更した
とき

転居届

・届出人の印鑑
・国民年金手帳
・国民健康保険証
（加入者のみ）

転居した日
から14日以
内

世帯主が変
わったとき

世帯主
変更届

・届出人の印鑑
・国民健康保険証
（加入者のみ）

変更の日か
ら14日以内

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を

申
請
す
る
場
合
は
、
印
鑑
登
録

証
（
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
、
カ
ー

ド
を
お
忘
れ
の
場
合
に
は
印
鑑

登
録
証
明
書
は
交
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

人
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
に

な
る
こ
と
で
、
代
理
で
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
即
日
登
録
に
は
な
ら
ず
、

照
会
文
書
を
登
録
本
人
宛
に
郵

送
し
て
、
登
録
申
請
に
相
違
が

な
い
こ
と
の
確
認
を
し
ま
す
の

で
、
代
理
で
の
登
録
は
２，

３

日
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
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８
日
�

浜
保
育
所

12
日
�

新
地
保
育
所

福
田
保
育
所

13
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

25
日
�

各
保
育
所

４
月
４
日
�

各
保
育
所

は休館日

図
書
館
探
訪

・
戦
国
二
人
三
脚
　
　
杉
本
苑
子

数
多
の
名
家
・
名
族
が
乱
世
の

露
と
消
え
た
時
代
。
前
田
利
家
の

妻
・
加
賀
藩
主
の
母
と
な
っ
た
ま

つ
。
前
田
家
の
繁
栄
と
存
続
の
た

め
に
尽
く
し
た
生
涯
・
家
族
の
愛

情
・
利
家
と
の
固
い
絆
を
描
く
。

●
一
般
書

●
ビ
デ
オ

●
Ｃ
Ｄ

●
児
童
書

毎
日
忙
し
く
家
事
や
仕
事
、
そ

し
て
育
児
に
追
わ
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。

忙
し
い
と
、
ど
う
し
て
も
子
ど

も
に
「
早
く
！
」
と
か
「
ダ
メ
！
」

の
声
か
け
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
と
じ
っ
く
り
向

き
合
う
時
間
も
な
か
な
か
取
れ
ま

せ
ん
ね
。
し
か
し
、
子
育
て
は
今

が
大
事
で
す
！

こ
の
時
期
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

忙
し
く
と
も
一
日
一
回
、
10
分
間

で
も
し
っ
か
り
と
子
ど
も
と
向
き

合
い
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

そ
ん
な
お
母
さ
ん
た
ち
に
、
次

の
詩
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
は今

が
大
事
！

・
ム
ー
ド
歌
謡

・
全
曲
集
　
小
金
沢
昇
司

You did it!  You’ve studied
and played hard for three long
years at Shoei Junior High
School and now you have grad-
uated.  Remember all those long days spent at school,
studying, playing sports, going to Kitakata, Aizu Waka-
matsu, Kyoto, and Kobe for the school trips, and study-
ing at Juku until late at night.  You made many good
friends and had many wonderful experiences, but this
is just the beginning soon you will start your new life
in the Senior High School where you will do many
more interesting things and make many more friends as
you grow up and become adults.
I’ve only been with you guys for about six months
now, but I enjoyed our time together learning English
and I hope you will continue to study English in high
school with enthusiasm.  I wish you lots of luck with
your student life in high school and even more luck after
you graduate from high school and go to the universi-
ty or the workplace.  Enjoy your time in high school, it
will be graduation day before you know it, doesn’t it
seem just like yesterday that you started jr. high school
and look now you are graduating.

Best ofLuck

（和訳は15ページ）

血
管
は
体
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
生
命
線
）

私
た
ち
の
体
は
、
血
液
が
酸
素

や
栄
養
を
全
身
に
送
る
こ
と
で
正

常
な
機
能
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
最
近
で
は
、
運
動
量

の
減
少
・
ス
ト
レ
ス
の
増
加
・
バ

ラ
ン
ス
の
悪
い
食
生
活
な
ど
か
ら

生
活
習
慣
病
に
か
か
る
人
が
増
え

て
お
り
、
な
か
で
も
血
液
を
循
環

さ
せ
る
血
管
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
、
血
液
の
流
れ
（
血
流
）
が
悪

く
な
る
た
め
に
起
こ
る
「
循
環
器

病
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
代
表
的

な
も
の
が
脳
卒
中
や
心
臓
病
で
す
。

こ
の
循
環
器
病
で
亡
く
な
る
人
が

死
亡
原
因
の
約
３
割
を
占
め
て
い

る
こ
と
や
、
若
年
齢
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
最
近
特
に
注
目
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。（
表
１
）

・
福
島
の
昔
ば
な
し

・
フ
ァ
ー
ブ
ル
先
生
は
名
探
偵

な
状
態
を
「
サ
ラ
サ
ラ
血
液
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

血
管
が
し
な
や
か
に
弾
力
性
を

保
っ
て
い
れ
ば
、
血
液
は
サ
ラ
サ

ラ
と
流
れ
ま
す
。
し
か
し
血
圧
が

高
か
っ
た
り
、
血
液
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
尿
酸
・

血
糖
が
標
準
よ
り
多
い
（
高
い
）

状
態
が
続
く
と
、
血
管
が
硬
く
な

っ
た
り
付
着
物
が
た
ま
っ
た
り
と
、

血
液
は
通
り
道
を
妨
げ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
血
管
の
障

害
や
、
血
液
自
身
が
粘
性
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
な
く
な
っ
た
血
液
を
「
ド
ロ
ド

ロ
血
液
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
ド

ロ
ド
ロ
血
液
」
に
な
る
と
、
全
身

に
酸
素
や
栄
養
が
回
り
に
く
く
な

り
、
命
を
も
脅
か
す
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
な
ど
、
40

歳
を
過
ぎ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

が
体
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
考
え
ず
、

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
健
康
診
断

を
受
け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

町
で
も
４
月
に
総
合
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
是
非
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

☆
急
に
お
な
か
を
見
せ
た
Ａ
君

（
３
歳
児
）
が
「
先
生
見
て
！
お
な

か
ピ
ク
ピ
ク
と
動
く
ん
だ
よ
」

※
Ａ
君
の
お
母
さ
ん
は
、
た
だ
今

妊
娠
中
。
き
っ
と
お
家
で
も
お
母

さ
ん
が
話
し
て
る
の
か
な
？

・
肩
ご
し
の
恋
人
　
　
唯
川
恵

気
に
入
っ
た
も
の
を
見
つ
け
て

も
、
必
ず
文
句
を
つ
け
た
が
る
萌
。

私
を
好
き
に
な
ら
な
い
男
が
こ
の

世
に
い
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い

女
る
り
子
。
ふ
た
り
の
女
性
の
恋

の
物
語
。

・
蒼
天
の
艦
隊
　
　
　
菅
谷
　
充

・
も
も
こ
の
21
世
紀
日
記

・
伊
東
家
の
食
卓
裏
ワ
ザ
大
全
集

・
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
炭
焼
料
理

・
お
か
あ
さ
ん
、
あ
の
ね

・
日
本
の
近
代
化
遺
産

・
ほ
こ
ら
の
神
さ
ま

富
安
陽
子

小
五
の
勇
平
た
ち
が
拾
っ
た
の

は
神
様
の
家
「
ほ
こ
ら
」
だ
っ
た
。

願
い
事
を
し
て
み
る
と
次
々
に
か

な
っ
た
が
、
同
時
に
嫌
な
こ
と
も

起
き
た
。
小
さ
な
ほ
こ
ら
を
め
ぐ

る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

・
食
で
総
合
学
習
み
ん
な
で
調
べ

て
作
っ
て
食
べ
よ
う
！
　
漬
け
物

身
近
な
食
べ
物
が
何
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
か
を
調
べ

る
シ
リ
ー
ズ
本
。
本
書
は
漬
け
物

の
歴
史
や
種
類
、
作
り
方
、
栄
養

を
探
る
。

・
ふ
し
ぎ
な
オ
ル
ゴ
ー
ル

・
世
界
の
こ
と
ば
あ
そ
び
え
ほ
ん

・
か
ず
の
え
ほ
ん

・
な
と
な
と
な
っ
と
う

３
月
の
読
み
聞
か
せ
会

３
月
17
日
�
　
午
前
11
時

�
�
�
�
�

こ
の
血
管
内
の
血
流
の
悪
い
状

態
を
「
ド
ロ
ド
ロ
血
液
」、
健
康
的

『
子
は
親
の
鏡
』

・
け
な
さ
れ
て
育
つ
と
、
人
を
け

な
す
よ
う
に
な
る

・
と
げ
と
げ
し
た
家
庭
で
育
つ
と
、

子
ど
も
は
乱
暴
に
な
る

・
不
安
な
気
持
ち
で
育
て
る
と
、

子
ど
も
も
不
安
に
な
る

・
「
か
わ
い
そ
う
な
子
だ
」
と
言

っ
て
育
て
る
と
、
子
ど
も
は
み
じ

め
な
気
持
ち
に
な
る

・
親
が
他
人
を
羨
ん
で
ば
か
り
い

る
と
、
子
ど
も
も
人
を
羨
む
よ
う

に
な
る

・
叱
り
つ
け
て
ば
か
り
い
る
と
、

子
ど
も
は
「
自
分
は
悪
い
子
な
ん

だ
」
と
思
っ
て
し
ま
う

・
励
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も

は
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る

・
広
い
心
で
接
す
れ
ば
、
キ
レ
る

子
ど
も
に
は
な
ら
な
い

・
誉
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は

明
る
い
子
に
育
つ

・
愛
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は

人
を
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ

・
認
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は

自
分
が
好
き
に
な
る

・
見
つ
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も

は
頑
張
り
屋
に
な
る

・
分
か
ち
合
う
こ
と
を
教
え
れ
ば
、

子
ど
も
は
思
い
や
り
を
学
ぶ

・
親
が
正
直
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

は
正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
る

・
子
ど
も
に
公
平
で
あ
れ
ば
、
子

ど
も
は
正
義
感
の
あ
る
子
に
育
つ

・
や
さ
し
く
思
い
や
り
を
持
っ
て

育
て
れ
ば
、
子
ど
も
は
や
さ
し
い

子
に
育
つ

・
守
っ
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は

強
い
子
に
育
つ

・
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
家
庭
で

育
て
ば
、
子
ど
も
は
こ
の
世
の
中

は
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
え
る
よ
う

に
な
るド

ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト

な
る
ほ
ど
と
思
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
ね
。
お
互
い
心
に
と
め
て
、

子
育
て
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

�
か
わ
い
い
お
面
が
似
合
う
で
し
ょ

（
乳
児
の
節
分
）

斉藤尚希
You did it! You’ve studiedand played hard for three longyears at Shoei Junior HighSchool and now you have graduated.Remember all those long days spent at school,studying, playing sports, going to Kitakata, Aizu Wakamatsu,Kyoto, and Kobe for the school trips, and studyingat Juku until late at night. You made many goodfriends and had many wonderful experiences, but thisis just the beginning soon you will start your new lifein the Senior High School where you will do manymore interesting things and make many more friends asyou grow up and become adults.I’ve only been with you guys for about six monthsnow, but I enjoyed our time together learning Englishand I hope you will continue to study English in highschool with enthusiasm. I wish you lots of luck withyour student life in high school and even more luck afteryou graduate from high school and go to the universityor the workplace. Enjoy your time in high school, itwill be graduation day before you know it, doesn’t itseem just like yesterday that you started jr. high schooland look now you are graduating.Best ofLuck（和訳は15ページ）

斉藤尚希
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（子供） （親） （地区）
謙
けん

進
しん

伊藤泰嗣・裕紀子 釣　師

瑞
みず

穂
ほ

佐々俊郎・早　苗 小　川

大
たい

成
せい

鈴木徹也・千　鶴 大戸浜

佑
ゆう

哉
や

近藤浩之・万起子 城　内

悠
ゆう

翔
と

荒　正之・陽　子 木　崎

颯
はや

人
と

水戸　勝・明　美 新地町

真
ま

菜
な

津
つ

寺島幸治・敬　子 小　川

華
か

奈
な

海
み

小野康幸・雅　子 小　川

愛
あい

華
か

武澤幸広・まゆみ 釣　師

将
まさ

史
ふみ

林　　繁・裕　美 富　倉

由
ゆう

妃
き

畠　米七・紀美子 岡

一
かず

輝
き

齋藤慎太朗・洋美 杉　目

（死亡者） （年齢） （地区）
森　　重雄 ４８歳 富　倉
野　キヨ ８１歳 菅　谷
横山　正明 ５５歳 上真弓
目黒　キヨ ８７歳 杉　目
佐藤　貞雄 ７３歳 新地町
森　　セツ ８８歳 杉　目
齋藤恭太郎 ７９歳 釣　師
櫻井　弘雄 ７２歳 明　地

（平成１４年１月２１日～平成１４年２月２０日届出）

水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

ふれ
あいと

創造のまち

21
日
　
入
札
、
庁
舎
建
設
打
合
わ
せ

22
日
　
相
馬
広
域
水
道
企
業
団
企
業
長
送
別

慰
労
会

23
日
　
広
域
水
道
企
業
団
理
事
会
、
駒
ヶ
嶺

小
学
校
児
童
と
の
給
食
会

24
日
　
あ
ぐ
り
や
総
会

26
日
　
21
世
紀
町
づ
く
り
研
究
会
（
自
然
塾
）

町
政
懇
談
会

27
日
　
木
崎
／
真
弓
地
区
通
常
総
会

28
日
　
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
農
水
省
局
長
表
彰

受
賞
報
告
、
相
馬
方
部
日
赤
奉
仕
団
交

流
会
、
ペ
イ
オ
フ
に
関
す
る
研
修
会

29
日
　
原
相
善
地
区
要
望
に
来
庁

30
日
　
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
意
見

報
告
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

31
日
　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

１
日
　
臨
時
議
会
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
、
課
長
会
、
相
馬
・
新
地
・
鹿
島

議
員
懇
話
会

３
日
　
菅
谷
／

高
田
／
原
相
善
地
区
通
常
総
会

４
日
　
国
道
６
号
地
下
歩
道
設
置
要
望

５
日
　
駒
ヶ
嶺
小
学
校
プ
ー
ル
引
渡
し
、
食

生
活
改
善
推
進
員
セ
ミ
ナ
ー
修
了
証

交
付
式
、
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
、

相
馬
地
方
市
町
村
長
会
議
、
相
馬
地

方
土
地
開
発
公
社
役
員
会
、
相
馬
地

方
消
防
懇
談
会

６
日
　
入
札
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

７
日
　
相
馬
広
域
水
道
企
業
団
理
事
会

11
日
　
（
中
島
／
沢
口
／
明
地
／
鉄
炮
町
／

中
里
／
大
山
田
）
地
区
総
会

12
日
　
栃
東
関
初
優
勝
を
祝
う
会
、
相
馬
港

懇
談
会

13
日
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

14
日
　
福
田
小
学
校
児
童
と
の
給
食
会
、
町

土
地
改
良
区
担
当
理
事
会

15
日
　
課
長
会
、
相
馬
野
馬
追
保
存
会
会
計

監
査

17
日
　
元
相
馬
市
消
防
団
副
団
長
佐
藤
敏
夫

氏
勲
五
等
瑞
宝
章
受
賞
祝
賀
会

18
日
　
相
馬
北
部
土
地
改
良
区
理
事
会

19
日
　
入
札

20
日
　
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
及
び
議
会
定

例
会

町
で
は
次
の
と
お
り
環
境
美
化

運
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
各
戸
１

人
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
初
の
日
程
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
故
橋
本
正
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
橋
本
正
純
さ
ん（
藤
崎
）よ
り

１
０
０
万
円

福
島
県
警
本
部
で
は
、
次
の
と

お
り
警
察
官
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
55

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、大
学
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
を
卒
業
し
た
方
、又
は
平
成
14

年
８
月
ま
で
卒
業
見
込
み
の
方
。

昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
を
有

し
な
い
方
。

３
月
26
日
�
〜
４
月
19
日
�

平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
県
社

会
福
祉
事
務
所
と
保
健
所
を
統
合

し
、
新
た
に
保
健
福
祉
事
務
所
と

な
り
ま
す
。
保
健
福
祉
事
務
所
は

社
会
福
祉
、
保
健
、
医
療
及
び
衛

生
に
関
す
る
業
務
を
行
う
事
務
所

で
す
。
保
健
所
支
所
は
保
健
福
祉

事
務
所
の
支
所
と
し
て
こ
れ
ま
で

通
り
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

現
保
健
所
庁
舎

（
相
双
・
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

は
当
面
、
保
健
所
庁
舎
と
合
同
庁

舎
内
の
現
社
会
福
祉
事
務
所
フ
ロ

ア
を
使
用
し
て
業
務
を
行
い
ま
す
）

�県
庁
医
務
福
祉
課

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
２
１
９

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
平

成
14
年
度
の
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

野
球
、サ
ッ
カ
ー
、柔
道
、

剣
道
、
空
手
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
や
指
導
者
の
方
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、「
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
平
成
14
年
度
か
ら
は
新

た
に
子
ど
も
ワ
イ
ド
（
所
属
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
の
活
動
以
外
で
の
ケ

ガ
も
対
象
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係４

５
０
円

・
子
ど
も
ワ
イ
ド
１，
０
０
０
円

・
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
（
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
な
ど
）

８
０
０
円

・
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
な
ど
）

１，

４
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

奉
仕
活
動
、
指
導
活
動
な
ど
を
行

う
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
４
月
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
わ
く
わ
く
パ
ペ
ッ
ト
劇
場
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

４
月
７
日
�

・
午
前
11
時
〜
12
時

・
午
後
２
時
〜
３
時

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

第
１
幕
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

第
２
幕
「
恐
竜
の
よ
め
い
り
」

※
小
さ
な
パ
ペ
ッ
ト
人
形
な
ら
で

は
の
夢
い
っ
ぱ
い
の
小
さ
な
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

劇
団
ど
ん
が
ら
座

幼
稚
園
か
ら
小
学
生
の

親
子

午
前
・
午
後
と
も
各
親

子
２
０
０
名

無
料

３
月
17
日
�

か
ら
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
受
付

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

�
新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
�
�
４
７
２
２
）

５
月
19
日
�

80
人
程
度

�
相
馬
警
察
署
警
務
課

（
�
�
３
１
９
１
）

・
故
橋
本
正
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
橋
本
正
純
さ
ん（
藤
崎
）よ
り

１
０
０
万
円

・
故
千
田
清
司
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
千
田
喜
雄
さ
ん
（
菅
谷
）
よ

り
15
万
円

・
大
和
田
マ
ユ
子
さ
ん
（
山
元
町
）

よ
り
タ
オ
ル
50
本
、
み
か
ん
１

箱
／
目
黒
シ
ヅ
さ
ん
（
杉
目
）
よ

り
豆
ま
き
用
手
作
り
升
１
３
０

個
／
五
十
嵐
恒
雄
さ
ん
（
城
内
）

よ
り
タ
オ
ル
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ッ
シ

ュ
多
数
／
舘
岡
智
子
さ
ん
（
中
里
）

よ
り
雑
巾
、
手
織
り
ご
み
入
れ
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
４
箱
／
鈴
木
麗
子
さ

ん
（
藤
崎
）
よ
り
タ
オ
ル
多
数
／

菊
地
千
佳
さ
ん
（
相
馬
市
）
よ
り

タ
オ
ル
50
本

・
駒
ヶ
嶺
保
育
所
４
・
５
歳
児
34

名・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
福
田
・

新
地
・
駒
ヶ
嶺
の
女
性
の
皆
さ

ん
）
31
回
62
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん

８
回
13
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
２

人
／
新
地
高
校
１
回
３
人
／
新
地

漁
協
２
回
５
人

▲寄付を手渡す橋本正純さん（中央）

福
島
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
に
よ
り
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。３

月
15
日
�

・
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

・
午
後
２
時
〜
４
時

１
人
30
分
（
要
点

を
ま
と
め
て
お
越
し
く
だ
さ
い
）

�新
地
郵
便
局
（
�
�
３
１
０
１
）

�
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
３
月
、
４
月
の
２
カ
月
間

「
引
越
相
談
所
」
を
開
設
い
た
し

ま
す
。

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
、
終
日
受
付
）

�

�
福
島
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
相
馬
支
部
（
�
�
３
０

７
０
　
�
�
３
０
７
１
）

�

町
内
全
域
（
道
路
、
河

川
、
公
園
、
海
岸
な
ど
）

�
町
民
課
（
�
内
線
23
）



�　Ｈ1４.３.５. Ｈ1４.３.５. �

やったね！尚英の３年生は、３年間の長い間、尚英
中で一生懸命勉強し遊んできて、いよいよ卒業ですね。
学校で過ごした日々を思い出してください。勉強、部
活動、喜多方、会津若松への遠足、修学旅行で、京都、
神戸に行ったこと、そして夜遅くまで塾で勉強したこと
など、あなたたちは、たくさんの良い友達を作り、たく
さんのすばらしい経験をしました。でも、卒業は高校で
の新しい生活の始まりです。もっと多くの楽しいことを
し、大きくなるにつれてもっとたくさんの友達ができる
ことでしょう。私は、約６カ月みんなと一緒でしたが、
英語を勉強しつづけてほしいですね。私は高校での生活
や、高校を卒業してから、また、大学や仕事をしても幸
運を祈っています。高校での生活を楽しんでください。
中学生活が始まったのが昨日のように思われるでしょ
う。そして、今３年生は卒業していきます。

Ｄａｖｅ
和訳：尚英中学校　松田勘太先生

（伝統料理）
（３人分）

・水菜　３把　・糸こん １袋　　
・油揚げ ２枚
・しょうゆ、みりん、昆布だし 適量

①水菜、糸こん、油揚げは食べやすい大
きさに切る。
②水菜を油で炒め、糸こん、油揚げを入
れ、しょうゆ、みりん、昆布だしで調
味する。
※水菜は、ゆでて塩漬けにしたものを使用。食べるときは、８時間
くらい塩抜きしてから調理。

山菜の中でもアクが少なく、歯ざわりが良い水菜がおいしく食べ
られます。

105

☆
家
事
手
伝
い
で
す
が
、
夢
に
向
か
っ
て

勉
強
中
で
す
。

☆
実
は
、
マ
ン
ガ
家
に
な
る
た
め
に
勉
強

し
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
資
料
を
集
め
た

り
、
デ
ザ
イ
ン
学
校
に
も
通
っ
て
い
ま
し

た
。
頻
繁
に
雑
誌
に
も
投
稿
し
て
い
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
で
す
が
賞
を
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

☆
音
楽
鑑
賞
で
す
。
マ
ン
ガ
を
書
き
な
が

ら
聴
い
て
い
ま
す
。

☆
年
上
の
優
し
い
人
で
、
普
通
に
勤
め
て

い
る
人
が
い
い
で
す
。

☆
散
歩
し
な
が
ら
公
園
で
遊
べ
る
よ
う
に
、

身
近
な
公
園
が
も
っ
と
整
備
さ
れ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

平成13年度全国経営政策推進研究大会
が１月25日、東京都で開催され、農業経
営の基盤強化に取り組んでいる㈲新地グ
リーンファーム（代表取締役高橋良行）
が、優良認定農業者として農林水産省経
営局長賞を受賞しました。
�

受
賞
を
報
告
す
る
高
橋
社
長（
中
央
）

と
大
堀
専
務（
左
）



●人口／9,022人（＋1人）
男／4,404人（＋3人）
女／4,618人（－2人）

●世帯数／2,476世帯（＋3世帯）
※2月１日現在（ ）は前月比

●国民年金 ３ 月 分

２
０
０
２
年
３
月
５
日
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福
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県
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地
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字
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崎
40

新
地
町
・
企
画
振
興
課
（

）

�
０
２
４
４
�
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
４
９

ち

き
ゅう
にやさし

い

Ｈ１４.３.５.�

■
今
月
号
で
は
４
月
か
ら
変
わ
る
役
場
の

組
織
に
つ
い
て
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対

応
や
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
な
ど
の

た
め
の
変
更
で
す
。
各
課
の
具
体
的
な
事

務
の
内
容
も
載
せ
ま
し
た
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

（
晴
）

火災のない町を願い、町内３小学校の４年生
から６年生が応募した「防火ポスターコンクー
ル」。84点の力作の中から最優秀賞・金賞に選ば
れた13点を紹介します。

（住民基本台帳調べ）

最優秀賞　寺島佳澄さん（新地小５年）

金賞　荒　香奈枝さん（福田小6年）

金賞　目黒　嘉和さん（駒ヶ嶺小6年）

金
賞
　
渡
辺
　
亜
子
さ
ん
（
新
地
小
６
年
）

金
賞
　
齋
藤
め
ぐ
み
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
４
年
）

金
賞
　
森
　
ひ
と
み
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
４
年
）

金賞　土生　睦美さん（新地小6年）

金賞　東郷倫代さん（福田小４年）

金賞　荒　　夏美さん（福田小４年）

金
賞
　
山
内
　
　
彩
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
５
年
）

金
賞
　
伊
藤
　
　
桂
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
５
年
）

金
賞
　
卯
尾
　
紗
帆
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
５
年
）

金
賞
　
原
口
　
将
太
さ
ん
（
新
地
小
５
年
）


